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【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 特 許 請 求 の 範 囲
【 補 正 対 象 項 目 名 】 全 文
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
ヒ ト 患 者 ま た は 患 畜 の 疾 患 、 奇 形 ま た は 障 害 を 、 患 者 体 内 の 移 植 部 位 に ヒ ド ロ ゲ ル ポ リ マ
ー を 移 植 す る こ と に よ り 治 療 す る で あ っ て 、
　 移 植 部 位 に お い て 移 植 前 に は 第 １ 体 積 を 占 め 、 （ ｉ ｉ ） 移 植 部 位 に 存 在 す る 環 境
条 件 に 応 答 し て 前 記 第 １ 体 積 よ り 大 き い 第 ２ 体 積 に 膨 張 す る 、 あ る 量 の 環 境 感 受 性 多 孔 質
ヒ ド ロ ゲ ル 含 ん で な る 。
【 請 求 項 ２ 】
多 孔 質 ヒ ド ロ ゲ ル ポ リ マ ー が 感 受 性 で あ る 環 境 条 件 が ｐ Ｈ で あ る 、 請 求 項 １ に 記 載 の

。
【 請 求 項 ３ 】
ヒ ド ロ ゲ ル が 非 孔 質 で あ る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 。
【 請 求 項 ４ 】
放 射 線 不 透 過 性 粒 子 を 組 み 込 む こ と に よ り 、 ヒ ド ロ ゲ ル が 放 射 線 不 透 過 性 と な っ て い る 、
請 求 項 １ に 記 載 の 。
【 請 求 項 ５ 】
放 射 線 不 透 過 性 モ ノ マ ー を 組 み 込 む こ と に よ り ヒ ド ロ ゲ ル が 放 射 線 不 透 過 性 と な っ て い る
、 請 求 項 １ に 記 載 の 。
【 請 求 項 ６ 】
ヒ ド ロ ゲ ル は 、 そ の 環 境 が 約 ７ ． ４ の 生 理 的 ｐ Ｈ で あ る と き 、 そ の 第 ２ 体 積 に 膨 張 す る 、
請 求 項 ２ に 記 載 の 。
【 請 求 項 ７ 】
移 植 部 位 に 送 出 さ れ る と き 、 ヒ ド ロ ゲ ル が ペ レ ッ ト の 形 態 で あ る 、 請 求 項 １ に 記 載 の

。
【 請 求 項 ８ 】

た め の ヒ ド ロ ゲ ル 組 成 物
（ ｉ ）

ポ リ マ ー を 組 成 物
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移 植 部 位 に 送 出 さ れ る と き 、 ヒ ド ロ ゲ ル が 長 尺 状 の フ ィ ラ メ ン ト ま た は チ ュ ー ブ の 形 態 で
あ る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 。
【 請 求 項 ９ 】
移 植 部 位 に 送 出 さ れ る と き 、 ヒ ド ロ ゲ ル が 粒 子 の 形 態 で あ る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 。
【 請 求 項 １ ０ 】
カ テ ー テ ル を 介 し て ヒ ド ロ ゲ ル を 移 植 部 位 に 送 出 す る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 。
【 請 求 項 １ １ 】
カ テ ー テ ル が マ イ ク ロ カ テ ー テ ル で あ る 、 請 求 項 １ ０ に 記 載 の 。
【 請 求 項 １ ２ 】
マ イ ク ロ カ テ ー テ ル が 約 ０ ． ０ １ ２ ７ ～ ０ ． １ ２ ７ セ ン チ メ ー ト ル （ ０ ． ０ ０ ５ ～ ０ ． ０
５ ０ イ ン チ ） の 管 腔 を 有 し 、 こ の 管 腔 を 介 し て ヒ ド ロ ゲ ル が 送 出 さ れ る 、 請 求 項 １ １ に 記
載 の 。
【 請 求 項 １ ３ 】
ヒ ド ロ ゲ ル を 液 体 担 体 と 混 合 し 、 次 い で 、 液 体 担 体 ／ ヒ ド ロ ゲ ル 混 合 物 を カ テ ー テ ル の 管
腔 を 介 し て 注 入 す る 、 請 求 項 １ ０ に 記 載 の 。
【 請 求 項 １ ４ 】

ド ロ ゲ ル を 分 離 可 能 な 搬 送 部 材 に 結 合 さ せ 、 ヒ ド ロ ゲ ル が 結 合 し て い る 搬 送 部 材 を 共 に
経 管 的 に 移 植 部 位 に 進 め 、 そ の 後 、 搬 送 部 材 を 後 退 さ せ て 抜 出 し た 後 で ヒ ド ロ ゲ ル が 移 植
部 位 に 移 植 さ れ た ま ま 残 る よ う に ヒ ド ロ ゲ ル を 搬 送 部 材 か ら 分 離 す る 、 請 求 項 １ ０ に 記 載
の 。
【 請 求 項 １ ５ 】
ヒ ド ロ ゲ ル は 、 そ の 環 境 の ｐ Ｈ が 増 大 す る に つ れ 、 よ り 迅 速 に 膨 張 す る 、 請 求 項 ２ に 記 載
の 。
【 請 求 項 １ ６ 】
環 境 感 受 性 ヒ ド ロ ゲ ル ポ リ マ ー を 製 造 す る 方 法 で あ っ て 、
　 （ Ａ ） 少 な く と も （ ｉ ） 環 境 感 受 性 モ ノ マ ー お よ び プ レ ポ リ マ ー の う ち の 少 な く と も い
ず れ か 、 （ ｉ ｉ ） 架 橋 剤 、 お よ び （ ｉ ｉ ｉ ） 開 始 剤 を 含 有 す る 反 応 混 合 物 を 生 成 す る ス テ
ッ プ と 、
　 （ Ｂ ） 水 性 液 に 浸 漬 さ せ る と 膨 張 す る ヒ ド ロ ゲ ル を 生 成 す る た め に 架 橋 剤 を 用 い て モ ノ
マ ー お よ び ／ ま た は ポ リ マ ー を 架 橋 結 合 さ せ る ス テ ッ プ と 、
　 （ Ｃ ） ヒ ド ロ ゲ ル が 存 在 す る 環 境 が ヒ ド ロ ゲ ル の 膨 張 速 度 に 影 響 を 及 ぼ す よ う に ヒ ド ロ
ゲ ル を 環 境 感 受 性 に す る よ う に 処 理 す る ス テ ッ プ と
を 含 ん で な る 方 法 。
【 請 求 項 １ ７ 】
ヒ ド ロ ゲ ル を 生 成 す る た め に 組 合 わ さ れ る 材 料 に は 、 イ オ ン 性 官 能 基 を 有 す る エ チ レ ン 性
不 飽 和 モ ノ マ ー が 含 ま れ る 、 請 求 項 １ ６ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 １ ８ 】
イ オ ン 性 官 能 基 が ア ミ ン 基 で あ る 、 請 求 項 １ ７ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 １ ９ 】
イ オ ン 性 官 能 基 が カ ル ボ ン 酸 基 で あ る 、 請 求 項 １ ７ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ２ ０ 】
モ ノ マ ー が 、 ア ク リ ル 酸 、 ア ク リ ル 酸 の 誘 導 体 、 メ タ ク リ ル 酸 、 メ タ ク リ ル 酸 の 誘 導 体 、
お よ び そ れ ら の 実 施 可 能 な 組 み 合 わ せ の う ち か ら 選 択 さ れ る 、 請 求 項 １ ９ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ２ １ 】
架 橋 剤 が エ チ レ ン 性 不 飽 和 架 橋 剤 を 含 ん で な る 、 請 求 項 １ ６ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ２ ２ 】
架 橋 剤 が Ｎ ， Ｎ ′ － メ チ レ ン ビ ス ア ク リ ル ア ミ ド を 含 ん で な る 、 請 求 項 ２ １ に 記 載 の 方 法
。
【 請 求 項 ２ ３ 】
架 橋 剤 を 生 分 解 性 と す る こ と に よ り 、 得 ら れ る ヒ ド ロ ゲ ル を 生 分 解 性 に さ せ る 、 請 求 項 １
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６ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ２ ４ 】
ス テ ッ プ （ Ａ ） で 生 成 さ れ る 反 応 混 合 物 が 造 孔 剤 を さ ら に 含 ん で な り 、 ス テ ッ プ （ Ｂ ） で
生 成 さ れ る ヒ ド ロ ゲ ル は 内 部 に 分 散 さ れ た 造 孔 剤 粒 子 を 有 し 、 前 記 方 法 が 、
　 ヒ ド ロ ゲ ル か ら 造 孔 剤 を 除 去 し て ヒ ド ロ ゲ ル に 細 孔 を 形 成 す る ス テ ッ プ
を さ ら に 含 ん で な る 、 請 求 項 １ ６ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ２ ５ 】
反 応 混 合 物 が 溶 媒 中 で 生 成 さ れ 、 造 孔 剤 が 溶 媒 に は 不 溶 で あ る が 洗 浄 溶 液 に は 可 溶 で あ り
、 前 記 洗 浄 溶 液 が ヒ ド ロ ゲ ル か ら 造 孔 剤 を 除 去 す る た め に 用 い ら れ る 、 請 求 項 ２ ４ に 記 載
の 方 法 。
【 請 求 項 ２ ６ 】
造 孔 剤 が 、 塩 化 ナ ト リ ウ ム 、 塩 化 カ リ ウ ム 、 氷 、 ス ク ロ ー ス 、 重 炭 酸 ナ ト リ ウ ム お よ び 実
施 可 能 な そ れ ら の 組 合 わ せ の う ち か ら 選 択 さ れ る 、 請 求 項 ２ ４ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ２ ７ 】
開 始 剤 が 酸 化 還 元 開 始 剤 で あ る 、 請 求 項 １ ６ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ２ ８ 】
酸 化 還 元 開 始 剤 が Ｎ ， Ｎ ， Ｎ ′ ， Ｎ ′ － テ ト ラ メ チ ル エ チ レ ン ジ ア ミ ン を 含 ん で な る 、 請
求 項 ２ ６ の 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ２ ９ 】
ス テ ッ プ （ Ａ ） が 、
　 ア ク リ ル ア ミ ド と 、 ア ク リ ル 酸 ナ ト リ ウ ム と 、 Ｎ ， Ｎ ′ － メ チ レ ン ビ ス ア ク リ ル ア ミ ド
と 、 塩 化 ナ ト リ ウ ム と 、 開 始 剤 で あ っ て 、
　 　 　 　 　 　 　 　 Ｎ ， Ｎ ， Ｎ ′ ， Ｎ ′ － テ ト ラ メ チ ル エ チ レ ン ジ ア ミ ン 、
　 　 　 　 　 　 　 　 過 硫 酸 ア ン モ ニ ウ ム 、 お よ び
　 　 　 　 　 　 　 　 そ れ ら の 組 合 わ せ の う ち か ら 選 択 さ れ る 少 な く と も １ 種 の 開 始 剤 と を 組
み 合 わ せ る こ と を 含 ん で な る 、 請 求 項 １ ６ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ３ ０ 】
ヒ ド ロ ゲ ル は 、 そ の 環 境 の ｐ Ｈ が 増 大 す る に つ れ そ の 第 １ 体 積 か ら そ の 第 ２ 体 積 に 膨 張 す
る よ う に ｐ Ｈ 感 受 性 で あ り 、 ス テ ッ プ （ Ｃ ） が 、 ヒ ド ロ ゲ ル を 移 植 し よ う と す る 環 境 の ｐ
Ｈ よ り 低 い ｐ Ｈ を 有 す る 溶 液 で ヒ ド ロ ゲ ル を 処 理 す る こ と を 含 ん で な る 、 請 求 項 ２ ９ に 記
載 の 方 法 。
【 請 求 項 ３ １ 】
ス テ ッ プ （ Ｃ ） が 、 ヒ ド ロ ゲ ル 上 に 存 在 す る 化 学 基 を プ ロ ト ン 化 す る こ と を 含 ん で な り 、
そ の 後 で 、 そ れ ら の 化 学 基 を 脱 プ ロ ト ン 化 す る こ と に よ り 、 ヒ ド ロ ゲ ル の 体 積 が 膨 張 す る
、 請 求 項 １ ６ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ３ ２ 】
ス テ ッ プ （ Ｃ ） が 、 ヒ ド ロ ゲ ル と 、 化 学 基 を プ ロ ト ン 化 す る 酸 性 溶 液 と を 接 触 さ せ る こ と
を 含 ん で な る 、 請 求 項 １ ６ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ３ ３ 】
ス テ ッ プ （ Ａ ） で 用 い ら れ る モ ノ マ ー お よ び ／ ま た は プ レ ポ リ マ ー が 放 射 線 不 透 過 性 で あ
り 、 そ れ に よ り 放 射 線 不 透 過 性 ヒ ド ロ ゲ ル が 生 成 す る 、 請 求 項 １ ６ 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ３ ４ 】
ス テ ッ プ （ Ａ ） で 生 成 さ れ る 反 応 混 合 物 が さ ら に 放 射 線 不 透 過 性 材 料 を 含 ん で な り 、 そ の
結 果 、 放 射 線 不 透 過 性 ヒ ド ロ ゲ ル が 生 成 す る 、 請 求 項 １ ６ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ３ ５ 】
放 射 線 不 透 過 性 材 料 が 、
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 タ ン タ ル 、
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 金 、
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 白 金 、 お よ び
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 実 施 可 能 な そ れ ら の 組 合 わ せ の う ち か ら 選 択 さ れ る 、 請 求 項
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３ ４ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ３ ６ 】
請 求 項 １ ６ 乃 至 ３ ５ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 方 法 に よ り 製 造 さ れ た ヒ ド ロ ゲ ル 。
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